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１.研究の背景と目的 
 全国各地で中心市街地の衰退が問題視されてから久しく、

商店街空間の研究や、交通や政策の諸問題等、多岐にわ

たる研究が行われているものの、都市としての魅力創出

を目的とした中心市街地全体の空間づくりに関する研究

はあまり見られない。都市の魅力の重要な要因のひとつに

「歩く楽しみ」があり、主たる目的は持たなくとも時間を消

費できる空間づくりには、商店街や核店舗といった線や点を

単体として考えるのではなく、一体的な空間として捕らえる

ことが重要不可欠である。そこで本研究では、歩行者の回

遊行動を誘発する空間として、「通り抜け空間」に注目す

る。本報では対象地域に分布する通り抜け空間の概況を

総合的に把握するため、形状により類型化する。そして

その類型の特徴を通り抜け空間を構成する通りの性質や

空間構成要素等から明らかにすることを目的とする。 

２.研究の方法 
 本研究では、大分県別府市中心市街地を研究対象とする。

対象地域は、2008 年 7 月に認定された中心市街地活性化

基本計画に定められる中心市街地の範囲内とし、特に住

宅、商店が密集している図１の部分とした。 

 対象地域で抽出された通り抜け空間を精査し、得られた

空間構成要素のデータから、通り抜け空間を形状により

類型化した。そして、その類型の特徴を可動要素 1)の要素

の分布や建物用途等により明らかにする。 

３.通り抜け空間の定義 
 本研究の対象となる「通り抜け空間」を以下のとおり定

義する。通り抜け空間とは車道または商店街路に囲まれ

た街区を貫く「空間」であり、①自動車が通り抜けるこ

とのできない空間とする。また、②建物内を通り抜ける

ことができる通路や、街区を貫くという意味で③駐車場

も通り抜け空間として抽出した。研究対象地域における

通り抜け空間は 23（A~W）抽出することができた（図１）。 

４.通り抜け空間の類型 
 抽出されている通り抜け空間を交差点の数により分類し

た。その結果「交差点無し型」「交差点①型」「交差点②

型」「交差点多数型」の 4 つに類型化することができ、表

１に類型ごとの全長、パス 2)数、可動要素の数、建物用途

の平均と合計、そして店舗分布状況 3)を示す。 

「交差点無し型」では店舗分布状況が 58％を示している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものの、営業要素の分布が 0.08 と低く、店舗が存在して

も店の前に何も置かない店舗あることがわかる。 

 「交差点①型」は店舗分布状況が 0％を示し営業、秩序、

休憩要素が分布していなかった。分布していない要素が

見られるのはこの類型だけであり、可動要素自体が他に

比べ少ない。 

 「交差点②型」では店舗分布状況が 73％を示し、最も多

い要素は植栽要素である。次いで設備要素も多いことか

ら、建物内部の機能の補完の傾向があることがわかる。 

 「交差点多数型」では全ての要素が他の類型よりも高い

値を示しており、特に荷物要素においては他の類型に比

べ 10 倍近く差があり、荷物の保存の空間として機能して

いる通り抜け空間が多いことがわかる。 

 可動要素との関係から、交差点が増え、通り抜け空間が

複雑になるほど、設備、荷物要素の値が増えており、通

り抜け空間は建物内部の機能の補完、荷物の保存の空間

として機能していることがわかった。 

５.総括 
本研究では、研究対象地域における通り抜け空間を精査

し得たデータを基に、通り抜け空間を形状により類型化

を行い、特徴を把握した。今後は通り抜け空間の評価実 

図１ 研究対象地域と抽出した通り抜け空間 
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験や歩行者のアクティビティ調査、店舗経営者や地権者

の意識調査を行い通り抜け空間を活用する際の課題導出

を図る必要がある。 

 

補注） 

 

１）可動要素：通り沿い 

    の住人や、店舗経営 

    者によって置かれた 

    空間構成要素で、右 

    の表のように分類で 

    きる。 

２）パス：通り抜け空間 

    を交差点で分解した 

    もの。 

３）店舗分布状況：通り 

    の全出入口数に対する店舗の出入口の割合で、この割合が高い 

    ほど通り抜け空間が商業街路として使われていることがわかる。 
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表１ 通り抜け空間の類型と要素分布の傾向 
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